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自然科学看護学特別研究Ⅱ
Research ProjectⅡ in
natural science Nursing

大西範和（501)
林辰弥（507）
齋藤真（院001）

遠隔授業

授業
形態

研究計画の実施に向けて、選んだ指標の妥当性について再度確認するとともに、その指標の精度や効率の向上等を図り、研究
計画の実現性や得られた結果の信頼性を高める。

1．様々な現状や課題の中から研究目的を明確にすることができる。
2．研究目的に応じて適切な研究方法を選択し、研究計画を作成することができる。
3．研究を進める際に倫理的な配慮を行うことができる。
4．研究に必要な先行研究を参照しながら研究を進めることができる。
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５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。

参考書等

特別研究

研究の実施状況(100%)

2年次
前期

自分の関心のある領域から課題を見つけ、その解決に資する研究目的を立てて検証していく自らが主役の舞台であ
る。教員のサポートを受けながら、自ら考え、自ら研究プロセスを進めて行く姿勢が求められる。

履修
年次

以下の内容について、教員のアドバイスに沿って研究活動を進める。

1．様々な現状や課題の中から、リサーチクエスチョンを導き出し、研究目的を明確にする。
2．リサーチクエスチョンや研究目的に応じて適切な研究方法を選択し、研究計画を作成する。
3．倫理的な配慮をしながら研究を進める。
4．研究に必要な測定方法や条件設定を工夫し、バイアスをできる限り除去する。
5．研究計画にもとづき調査や実験、分析を行い、得られた結果について専門分野の見地から考察を行う。
6．研究に必要な先行研究を参照しながら研究を進める。
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